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ブロードバンドサービスの普及拡大に伴い，移動通信や無線LAN等に対する高速化の要

求が高まっている．複数の送受信機を用いて同一周波数帯で多重伝送を行うMIMO(Multiple-

Input Multiple-Output)技術がこの要求を満足する周波数利用効率の高い次世代無線通

信技術の一つとして注目を集めている．MIMOの伝送特性は受信電力と各送信ストリー

ム間の空間相関で大きく決まることがよく知られている．ダイバーシチの原理に基づき，

特性の良いチャネルを使用するようにアンテナ選択を行うこと (チャネル選択型MIMO)

や，異なる指向性や偏波を利用した低相関アンテナを用いることが，簡易な伝送特性改

善技術として報告されている．しかし，チャネル選択型MIMOシステムにおいて送信

側のマルチアンテナの各素子に指向性を与え，その影響を考察した例は少ない．そこで，

本研究ではチャネル選択型MIMOにおいて送信側へ指向性アンテナを適用した場合につ

いて，伝送特性のシミュレーションおよび実験からその影響や効果について検討を行う．

本研究では特に，送信アンテナ 4本，受信アンテナ 2本のセットアップから，送信ア

ンテナ 2本を選択して 2多重のMIMO伝送を行うシステムを対象とした．はじめに，机

上で容易に検討できるようレイトレース伝搬解析法を用いたMIMO伝送特性の評価シ

ミュレータを構築し，室内環境において 4× 2のチャネル選択型MIMOシステムにお

いて，送信アンテナの各素子を同一の半値幅を有する単一指向性アンテナを 4方向に向

けて配置した構成を用いることで，伝送特性が改善することを明らかにした．MIMO伝

送時の相関行列の固有値分布から，指向性アンテナを用いたことによる伝送特性の改善

効果はアンテナ利得によるものが大きく，指向性の照射範囲の都合上，半値角が 90度

程度のアンテナの場合に特に改善効果が大きいことを明らかにした．さらに，試作した

MIMO伝搬実験装置を用いて学内の一室にて伝搬実験を行い，パッチアンテナとスリー

ブアンテナによるMIMO伝送特性を比較したところ，シミュレーション同様に指向性

アンテナの場合の方が無指向性アンテナよりも良い特性が得られることを確認した．

さらに，送信側の各素子の指向性を部屋の形状に適合するように放射方向や照射範囲

を決めてやることで，大幅にMIMO伝送特性が改善されることを明らかにした．相関

行列の固有値から，その改善要因は高い受信電力と低いストリーム間相関を実現できた

ことによるものであることを明らかにした．


